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1．滞在目的・期間・研究機関

　アメリカ合衆国のスクールナース制度と仕事の

実態および保健教育の研究動向をつかむ目的で、

1990年4月から1992年3月にかけての2年間、次

の機関に滞在し、研究調査および資料収集を行な

ってきた。

O　UCSF，School　of　Nursing（カリフォルニア

　大学サンフランシスコ校看護学部）でPost－

　doctoral　Scholarとして（1990，4～12）

O　UCB，School　of　Education（カリフォルニア

　大学バークリー校教育学部）でVisiting

　Scholarとして（199L2～1992．3）

　UC　S　Fでは、看護学の一分野の主任教授を勤

めるDr．Odaのマンツーマンのゼミ（2週に1

回）で、アメリカのスクールナースの制度や実情

についてLectureをうけると共に、彼女のアド

バイスを受けながらスクールナース（以下SNと

略す）調査の調査用紙を作成した。合わせて、U

C　S　Fの図書館でSchool　of　NursingとHealth

Educatlon関係の文献・資料を収集。なお、最初

の3ヵ月間はこれらと並行して英語学校へ通う。

　UC　Bでは、School　of　Educationの学部と大

学院の講義を聴講するとともに、U　CBの図書館

でS　Nや保健教育関係の古い文献を探索・コピー

する。この期間は、主として後述する学校訪問と

インタビュー調査に重きを置いた。

2．調査活動

　スクールナースの仕事の実態をっかむために、

滞在中に次の二つの調査をてがけた。

①アンケート調査（1990．12～199L4）

　　Dr．Odaからのアドバイスを受けて作成した

　調査用紙（S　Nの仕事と意識に関する質問25項

　目）を用いて、11州27学校区のS　Nを対象に調

　査し、239名から回答を得た。

　　同時に、S　N調査の調査用紙を日本の養護教

　諭向けに翻訳して、3都県8市区の養護教諭を

　対象に調査し、338名から回答を得た。

②インタビュー調査（1990．11～1991，11）

　　滞在6ヵ月余りを経過して、ようやく学校を

　訪問して直接インタビューしてみようという気

　持ちの余裕と勇気が少しばかり出てきたので、

　かねてから考えていたSN対象のインタビュー

　調査にとりかかることにした。最初、滞在地の

　バークリーとその周辺の市の学校から始め、最

　終的には6州（Califomia，Colorado，Penn－

　sylvania，Maryland，Washington，Wisconsin）

　13学校区42校を訪問し、36名のS　Nにインタビ

　ューできた。

　　同時に、これらの州や学校区の学校保健課長

や指導主事層M人にもインタビューができた。

3．学会および研究会参加

　滞在期間中に参加した学会および研究会は以下

のとおりである。学会参加では、研究動向をつか

むことと研究者とのコンタクトをとることにねら

いを置いた。研究集会では、スクールナースや保

健教育関係者の実践状況や関連情報を入手するこ

とをねらった。

＜学会＞

01990．10．17～21AmericanSchoo置Health

　　Assoc　i　at　l　on　64th　Annual　Convent　i　on

　　　　　　　　　　Long　Beach，　Cal　ifornia

　　この学会参加では大きな収穫があった。S　N

　関係者と意識的に接触し、後のS　N調査とイン

　タビュー調査はこの接触で足掛かりがっかめた。

01991．4．3～7AmericanAHianceforHealth，

　　Physica亘　Education，　Recreat　io【1，

　　andDance，1991腫ationalConvention

　　　　　　　　San　Francisco，　Cai　i　fornia

　　日本の体育学会に相当する学会。ここでは保

　健教育の研究動向の一端がつかめた。
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01991．10。16～20　（前出のASHA）65th　Annua！

　　Convention　　　　　　　　　Deaborn，　Michigan

　　顔見知りの研究者とできる限り意見交換をす

ることに努めた。

0199LIL10～14AmericanPublicHealth
　　Association　119th　Annual　Meeting

　　　　　　　　　　　　　At　l　anta，　Georg　ia

　　全米の公衆衛生学会。参加者が1万人を越え

　る大規模な集会。閉会集会の全体シンポジウム

　はエイズがテーマであった。

＜研究集会＞

01990．11．11～16AIDSEducationForYouth

　　　Project　SanFrancisco，Caiifomia

　　エイズ教育振興のための指導者研修会

0199L6．25～28　NationalAssociationof

　　　School　Nurses　23rd　Annual　Convention

　　　　　　　　　　　　Las　Vegas，　Nevada

　　全米のスクールナース協会の研究集会。年次

　大会長に招待されて参加。

0199LIL16～17CalifomiaAssociationof
　　　Schoo　l　Heal　th　Educators

　　　　　　　　　　Los　Angels，　Cal　ifornia

　　カリフォルニア州の保健教育関係者の研究合

　宿。参加者のほとんどは現場教師。

01992．L29～31　CalifomiaSchoo1Nurses

　　　OrganizationAnnua1Convention

　　　　　　　　　　　San　Jose，　Cal　ifornia

　　カリフォルニア州のスクールナース組織の年

　次集会

4．研究交流・ネットワークづくり

　今回は、アメリカの学校保健研究者と研究交流

や情報交換の糸口を作ることも目的の一っであっ

たため、機会ある毎に研究者との交流を試みた。

　日本の養護教諭制度の概要や仕事の枠組み、実

践事例などについて書いた私の2、3の論稿を英

訳して小冊子にし、それを持って学会や研究会に

参加して交流に努めた。こうして交流できた主な

研究者は以下の人たちである。

＜何度か接触して親交がもてた研究者〉

ODr．DorothyOda（Univ．ofCalifomia，San

　Franclsco），ODr．J砥dithlgo（Univ，of

　Colorado），ODr．JohnFodor（Califomia

　StateUnlv．Northridge），ODr，Keeta

　Lewis（SchoolNurse，Califomia）

〈情報提供を受け、意見交換ができた研究者＞

ODr，WarrenBoskin（CalifomiaStateUniv．

　SanDiego），ODr．JaniceAnderson
　（Manka　toStateUniv．Minesota），ODr．

　Diane川ensΨorth（KentStateUniv．Ohio），

ODr．JaniceOzias（SupervisorofNurses，

　Austin，Texas），ODr．BeverlyBladley

　（SupervisorofHealthProgram，San

　FranclscoSchoo1District）

5．帰国後の報告活動

　滞在中の調査や訪問インタビューおよぴ資料収

集などによる成果の一部は、滞在中および帰国後

の次の機会に報告した。

①rアメリカのスクールナース事情①、②」

　　r保健室』No．36，37　199L11，1992．1

②「スクールナース訪問記」（12回連載）

　　r健』1992．4～1993．3

③rアメリカ合衆国保健教育事情

　　　エイズ教育は保健教育の最重要課題」

　　r体育科教育』1992．6

④rアメリカのスクールナースと保健教育」

　　r体育科教育』1992．10

⑤DIFFERENCESBETWEENTHEU．S，ANDJAPANIN

　　SCHOOL　HEALTH　SERV　l　CES

　“Hitotsubashi　Journal　of　SociaL　Studies”

　　Vo1．24，　No．1，　1992．8

⑥C㎝PARISONBETWEENTHEUNITEDSTATESAND

　JAPANINSCHOOLNURSING：So皿eFindings

　fromaSurveyofSchoolNursesinboth
　Countri　es

　曝’HitotsubashiJoumalofSocialStudies”

　　Vol．24，No．2，1993．3

⑦rアメリカ合衆国の保健教育動向」

　　r学校保健研究』1993．8（投稿中）
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